聖霊降臨節第15主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年9月14日

「喜びの分かち合い」
詩編1編1～3節
1:1 いかに幸いなことか／神に逆らう者の計らいに従って歩まず／罪ある者の道にとどまらず／傲慢な者と共に座らず
 1:2 主の教えを愛し／その教えを昼も夜も口ずさむ人。
 1:3 その人は流れのほとりに植えられた木。ときが巡り来れば実を結び／葉もしおれることがない。その人のすることはすべて、繁栄をもたらす。

ルカによる福音書1章26～38節
1:39 そのころ、マリアは出かけて、急いで山里に向かい、ユダの町に行った。
 1:40 そして、ザカリアの家に入ってエリサベトに挨拶した。
 1:41 マリアの挨拶をエリサベトが聞いたとき、その胎内の子がおどった。エリサベトは聖霊に満たされて、
 1:42 声高らかに言った。「あなたは女の中で祝福された方です。胎内のお子さまも祝福されています。
 1:43 わたしの主のお母さまがわたしのところに来てくださるとは、どういうわけでしょう。
 1:44 あなたの挨拶のお声をわたしが耳にしたとき、胎内の子は喜んでおどりました。
 1:45 主がおっしゃったことは必ず実現すると信じた方は、なんと幸いでしょう。」

1 　
　　先週の火曜日に分区教師会が大町教会で行われました。南信分区の諸教会に仕えておられる先生方が、それぞれの教会から大町教会に集まって、学びと交わりと明日15日に行われる分区フェスタの準備をしました。私は大町教会に行くのは初めてでして、どのくらい時間がかかるのかよく分かりませんでした。朝9時に牧師館を出て大町教会に到着したのは教師会開始丁度の10時30分でした。1時間半かかりました。距離を調べると70キロありました。
　　今月の28日には初めての試みで分区の交換講壇が行われます。その大町教会の南部先生が70キロの道のりを経て諏訪教会に来て下さいます。私は飯田吾妻町教会でご奉仕をさせていただきます。飯田吾妻町教会までここから80数キロあります。飯田吾妻町教会の盛合先生は大町教会で説教のご奉仕をされます。飯田から大町となると140キロくらいの距離です。改めて南信分区というのは広い分区だと思います。北は70キロ離れた大町教会から、南は80数キロ離れた飯田吾妻町教会まで、それだけ距離の離れた地に立つ教会の牧師達そして信徒の方たちは分区の集会となると一つの地に集まって恵みの分かち合い、喜びの分かち合いをするのですから、これはすごいことだなと思うのです。

2 
　　先ほどからなぜ距離の話をしているかと言いますと、イエス様の母となるマリアが住んでいるガリラヤのナザレという町から、エリサベトとザカリアの住んでいるユダの町、これは具体的にどこかということはわかりませんが、恐らくはエルサレムの近くです。
　39節には「そのころ、マリアは出かけて、急いで山里に向かい、ユダの町に行った。」と記されています。この言葉を読んでいますと、一山超えてまるで隣町に住むエリサベトのもとを訪ねたように感じてしまいますが、実際にはそうではありません。ナザレからエルサレムまで距離にして約100キロも離れているのです。ここから大町に行くよりも、ここから飯田に行くよりもさらに遠いのです。車で行けば高速道路を使って2時間もかからずに行けますが、当時は自動車もなければ高速道路もありません。おそらくマリアは徒歩です。まだ10代の少女、しかもお腹にはイエス様の命が宿っているのです。そんなマリアが野を超え山を越え谷を越えてはるかかなた100キロ先に住んでいる親類のエリサベトに会うために自らの危険を冒してまでもひたすらに歩き続けるのです。
　　なぜ、そこまでしてそんなに遠くに離れて住んでいるエリサベトに会いに行ったのでしょうか。しかも39節には「急いで」とあります。天使ガブリエルからの受胎告知を受けたマリアがいてもたってもいられなくなってエリサベトのもとに出発した様子が分かります。
　　　天使ガブリエルが不妊の女と言われていた親類のエリサベトが身籠ってもう6カ月になっていると言ったその言葉が本当かどうか確かめたい思いがあった。あるいは高齢出産となるエリサベトの事が心配で身の回りのお世話をしたくなった。自分のような小さな者が神様の大切な業のために用いられている喜びを分かち合いたかった。色んな思いがあったと思うのです。何か一つの理由だけでエリサベトのもとを訪ねたくなったというのではなく、色んな思いが溢れてとにかくエリサベトに会いたかったのではないかと思うのです。
　　マリアの足で一体何日かかったでしょう。エリサベトのもとにたどり着き、エリサベトに挨拶しました。するとエリサベトのお腹の子どもである後の洗礼者ヨハネは胎内でおどったのです。この「おどる」の言葉には「喜びのあまりおどる」という意味がありますので、ヨハネは嬉しかったのです。マリアが訪ねて来てくれた、それ以上に、マリアのお腹の子が救い主イエス・キリストであるとすぐに分かったヨハネは、母親のおなかの中でイエス様を指し示すのです。主に先立ち、主を指し示す者となる、その預言の言葉どおり、ヨハネはお腹の中で主を指し示して大喜びでおどるのです。
するとエリサベトは聖霊に満たされて声高らかに言います。「声高らかに言う」は「大声で叫ぶ」です。聖霊に満たされたエリサベトは大声で叫んで喜びを表すのです。
　　「あなたは女の中で祝福された方です。胎内のお子さまも祝福されています。
 　　わたしの主のお母さまがわたしのところに来てくださるとは、どういうわけでしょう。
 　　あなたの挨拶のお声をわたしが耳にしたとき、胎内の子は喜んでおどりました。
主がおっしゃったことは必ず実現すると信じた方は、なんと幸いでしょう。」
　　　
3 
　　今日の聖書箇所の二つ前の段落は口が利けなくなった祭司ザカリアと妻のエリサベトが静けさの中、神様が与えてくださった沈黙の中で神様の恵みに思いを寄せたことが記されていました。私たちは8月17日に共に御言葉に聞きました。
そこではザカリアとエリサベトが二人だけで本当に静かな中で生活をして、共に祈り合っていた様子が浮かびます。「主は今こそ、こうして、わたしに目を留め、人々の間からわたしの恥を取り去ってくださいました。」身ごもって5カ月の間身を隠していたエリサベトがたった一言だけ神様を褒めたたえました。マリアがエリサベトの元を訪ねるまでエリサベトが語った言葉はこの神様への讃美だけだったのかもしれません。静けさの中でエリサベトも不安や心配になることもあったでしょう。ザカリアは天使ガブリエルから直接神様の言葉を与えられましたが、エリサベトは与えられていないのです。夫から何かしら伝え聞いただけです。それでもお腹が大きくなっていく。年老いてからの初めての子どもでしかもその子は主に先立つ者。不安が全くないとは言えないと思います。本当にそんな大きなことにこんな年老いた私たちが用いられるのか、揺れる思いもあったでしょう。
そんな中で沈黙を破って突然マリアが訪ねてきたのです。「おめでとう。エリサベトおばさん」恐らくそんな喜びの挨拶だったでしょう。お腹の子どもが喜んでおどる。エリサベトは不安や迷いも確信に変わったのです。今目の前のマリアが救い主の母であり、マリアのお腹の子は預言者達が語ってきた救い主であることを聖霊によって確信したのです。それがエリサベトのマリアへの喜びの叫びである祝福の言葉なのです。そしてこれはエリサベトによる神様へ賛美であると言えると思うのです。それまでの静けさも神様の恵みでしたが、それ以上に大きな喜びの讃美がエリサベトとマリアとを包むのです。神様の言葉を信じて神様の言葉の実現を信じて神様の言葉に身を委ねることがいかに幸いなことか、その喜びをエリサベトもマリアも分かち合うのです。そして、エリサベトの家にいるザカリアも共に喜びを分かち合うのです。神様の言葉を信じて神様の言葉の実現を信じて神様の言葉に身を委ねるその幸いを共に分かち合って共に祈り合って支え合って歩んでいくのです。

4 
「主がおっしゃったことは必ず実現すると信じた方は、なんと幸いでしょう。」
　　エリサベトのこの言葉は確かにマリアに向けて語られた言葉ですが、エリサベトが自分自身に語っているようでもあるし、夫ザカリアに語っているようでもあるし、もっといえば聖書を読む私たち全てに向けて語られている言葉であると言えます。普遍的な真理の言葉です。神様の言葉が必ず実現すると信じた人はなんと幸いか。その幸いを決して一人のものとするのではなくて、共に分かち合うのです。神様の言葉を信じて神様の言葉の実現を信じて神様の言葉に身を委ねる幸いを共に分かち合って共に祈り合って支え合って歩んでいく喜びを分かち合う共同体、それが教会です。
　マリアとエリサベトそしてザカリアの姿、ここに教会を見ることができるのです。共に神様の言葉の実現を信じて神様の言葉に身を委ねる幸いを分かち合い祈り合い支え合う喜びの共同体です。
私たち諏訪教会は今年度「主にある喜びに生きる教会」を教会目標として歩んでいます。主にある喜び、主イエス・キリストの十字架と復活によって愛されて罪赦されて救われて永遠の命の道を歩んでいける、その喜びに生きています。私たちはその喜びを私一人だけのものにするのではありません。私が救われて嬉しい、この喜びは私だけのもので誰にもあげないんだというのではないのです。私たちは主にある喜びを分かち合うのです。教会へと招かれている私たちが共に主の十字架と復活の喜びを分かち合うのです。十字架と復活という神様の言葉が実現した喜びを分かち合うのです。そして神様が聖書を通して私たちに語りかけてくださっている言葉が必ず実現することを私たちは信じて神様の言葉に身を委ねて共に歩んでいくのです。「わたしはすぐに来る」とおっしゃられたイエス様の言葉が実現して、イエス様が再び私たちのもとに来て下さり、神の国が完成することを私たちは共に信じて委ねて待ち望むのです。そこに教会という信仰共同体の幸いがあるのです。そして一人でも多くの人が教会という信仰共同体に加えられるように私たちは祈りつつ、聖霊の導きによって十字架と復活の神様の言葉を語っていくのです。救われた喜びを語っていくのです。
もちろん私たちは弱い人間ですから神様に対して罪を犯してしまいますし、人生の歩みの中で喜べないことは多々あります。神様の言葉の実現を信じることができずに身を委ねることもできないこともあるのです。けれどもといいますか、だからこそ教会の交わりって大切だと思うのです。一人だとどうしていいのかわからないこともあるのです。
エリサベトを訪ねたマリアも、心の底から喜びに包まれて何の心配も何の不安も全くなくてというものではなかったと思うのです。いくらマリアと言えども、その責任の重さに押しつぶされそうな思いというのがいくらかはあったと思うのです。だからこそ、大急ぎで100キロという道のりを危険を冒してまでもエリサベトに会いに行ったのではないかと思います。そしてエリサベトに会ってその交わりの中でより神様の言葉に信頼して委ねる喜びが与えられたと思います。エリサベトもまたマリアが訪ねて来てくれたおかげで不安も心配も全て神様にお委ねすることができたと思うのです。そして祈りあい支え合うその交わりの中で、そして共に主を見上げて礼拝する中で主にある喜びに生かされていったのです。
　私たちにもそのような交わりが与えられているのです。その交わりの中で生かされて歩
むことできる喜びが与えられているのです。私たちは決して一人ではないのです。教会の交
わり、分区の交わり教区の交わり教団の交わり、他教派との交わり、それは一つの大きな教
会として主にある交わりの中で共に歩んでいるのです。
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